
 ■図書館開館時間 ６：３０～１８：００   間もなく冬期貸し出し（１人５冊まで）を開始します。                
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島根県立松江北高等学校図書部発行 １１月号 

■藤川秀之氏の著作 
913.6  十三等分の時計の秘密  

中野／幸隆∥作 藤川／秀之∥画 教育画劇 

913.6  地と潮の王  

末吉／暁子∥作 藤川／秀之∥絵 講談社 

933  リトルトリー 

フォレストカーター∥著 和田穹男∥訳 、藤川秀之∥

挿画 メルクマーク  

＜絵本＞ 

樹のおつげ   

ラフカディオ・ハーン∥げんさく  さいとう／ゆうこ∥ 

さいわ ふじかわ／ひでゆき∥え 新世研 

さめびとのおんがえし  

ラフカディオ・ハーン∥げんさく はなしま／みきこ 

∥さいわ ふじかわ／ひでゆき∥え 新世研 

ちりりん   藤川／秀之∥著  くもん出版 

アラジンとまほうのランプ アラビアン・ナイトより  

小沢／正∥文 藤川／秀之∥絵 チャイルド本社 

海幸彦山幸彦  

西本／鶏介∥文 藤川／秀之∥絵ポプラ社 

杜子春   

芥川／竜之介∥作 藤川／秀之∥絵   新世研 

くもの糸    

芥川／竜之介∥作 藤川／秀之∥絵   新世研 

山のつなひき    

花島／美紀子∥再話 藤川／秀之∥絵 新世研 

ききみみずきん    

関根／栄一∥文 藤川／秀之∥絵チャイルド本社 

ぱくり ぎおんごのえほん 

ふじかわ／ひでゆき∥さく 佼成出版社 

ぶうぶう ぎせいごのえほん   

ふじかわ／ひでゆき∥さく 佼成出版社 

※今年の読書週間（１０月２７日～１１月９日）は、図書委員会（委員長 浅井太郎）の企画で、（１）１・２年生ク

ラス対抗ブックリーディング大会、（２）手づくりポップ大会、（３）古雑誌市、の三つに取り組んだ。 

 （１）は各自が読んだ本の紹介を短くまとめてもらい、それをクラス対抗で競うもの。１位１２Rが５５編、２位２１Rが

３３編、３位１８R７編、という結果であった。最終日まで２１Rがダントツで独走していたが、何と締切りぎりぎりに大

逆転が起こった。先日、図書委員長による表彰式が１２Rで行われ、豪華景品が贈呈された。 

 （２）の「手づくりポップ大会」は、図書委員が読んだ本の紹介をポップに作成し、それを全校で投票してもらい

優秀作品を表彰するもの。これもダントツの支持を集めたポップがあった。期末試験後に表彰を行う予定だ。 

 （３）は読書週間最終日１１月９日(水）昼休み＆放課後に、昨年度の購読雑誌を提供した。予想以上の人気

で、沢山の生徒が希望雑誌を持ち帰り、ほぼ用意した雑誌はなくなった。  

 
 大先輩の昭和３５年松

高１１期ご卒業の挿絵・装

画作家藤川秀之氏より、沢

山のご著書・装画のご寄贈

をいただいた。深く感謝し

たい。図書館では館内に特

別なコーナーを設置し、展

示をしている。どうか手に

とって藤川ワールドを体験

していただきたい。

▼藤川氏の著作を手に取る生徒達 

▼
藤
川
秀
之
コ
ー
ナ
ー 

  ▲寄せられたブックリーディング大会の 

    感想文１０７編 

▲優秀なポップ作品を投票で決定 

▲集まった、てづくりポップ作品の数々

▲最も支持を集めた最優秀ポップ作品 

▲古雑誌市に集まった北高生徒諸君 



  島根県立松江北高等学校図書館発行 平成23年度 「らいぶらりぃ」1１月号 平成２３年１１月２４日発行 

★今年度から北高のホームページ(www.matsuekita.ed.jp)で、この「らいぶらりぃ」（フルカラー版）を読むことができるようになりました。ＰＲをお願いします。 

小前 亮氏の著作 
913.6（日本の小説） 

蒼き狼の血脈  文藝春秋 

 

エイレーネーの瞳 シンドバッド２３世の冒険 

理論社 

 

王道の樹 祥伝社 

 

姜維伝 諸葛孔明の遺志を継ぐ者  朝 日 新

聞出版 

 

三国志 １ 桃園の誓い  

      ２ 天上の舞姫  

          ３ 関羽千里行 

          ４ 伏竜の飛翔  

          ５ 赤壁の戦い  

          ６ 決意の入蜀 

      ７ 五虎大将軍   

          ８ 復讐の東征    

           ９ 秋風五丈原    

         １０ 見果てぬ夢  

   中山 けーしょー∥画  理論社 

 

朱元璋皇帝の貌    講談社  

 

十八の子 李巌と李自成   講談社  

 

280  世界史をつくった最強の三〇〇人  

星海社 講談社 

 

セレネの肖像 講談社    

 

宋の太祖趙匡胤    講談社  

 

天涯の戦旗 タラス河畔の戦い 朝日新聞出版 

 

飛竜伝 宋の太祖趙匡胤  講談社 

 

李 世民  講談社  

           

           

          養護教諭 渡部綾子 

 全教科、成績が優秀すぎる。にも関わら

す、とっても謙虚な人。教えるのも上手なの

で、授業の前、特に試験前には彼の周りには

いつも輪ができていた。 

 バスケットボール部、生徒会長、etc.…何

事もひょうひょうとこなしてしまう。 

 高校時代も、今も、雲の上の人って感じで

すが、先日久しぶりに会って、人柄が変わっ

てなくて安心しました。これからも活躍を応

援しています。 

夢をかなえた小前くん 
 

英語科 八幡成人 
 最近、教え子の一人、小前 亮君が北

高に訪ねてきてくれました。何十年ぶ

りの再会でした。彼は高校時代から世

界史が得意で、高校二年生の頃から作

家志望でした。そんな彼を三年生で教

え、最後はマンツーマンで特訓しまし

た。卒業の時に彼の英語のノートをも

らったのは、きっとこの男は大物にな

るとの予感があったからでしょう。東

京大学文学部に進み大学院を卒業後、

とうとう２００５年、講談社から『李

世民』で作家デビューを果たしまし

た。バイト先で作家の先生（田中芳樹

氏）に認められたのがきっかけだった

そうです。松江南高校で島根県の地歴

の先生方に世界史の講演に招かれた、

その空き時間を縫って会いに来てくれ

たのでした。その日はちょうどはせが

わいずみさんの講演とかぶっており、

長くは話せませんでしたが、高校時代

と何ら変わっていない様子に嬉しく思

いました。処女作にサインをもらい、

北高生のために色紙を書いてもらいま

した。彼の作品は全て購入し、近く図

書館にコーナーを設置して展示したい

と思っています。歴史好きの人、楽し

みにしてください。 

 

 

国語科 松田龍志 
 小前君、…。たいへん優れた生徒で

した。 

 例えば、３年生の時、現代文でマー

ク演習をしていた時、先生である僕は

必ず一問くらい間違えるのに対し、彼

はほとんど全問正解。間違えた際も、

厳しく食い下がってきて―彼は出題者

の意図まで読んでくるので―なぜそれ

が間違いで、これが正しいのかを説明

するのにこちらがたじたじとなること

が時々ありました。 

 例えば、校内の広報に、生徒会長と

しての彼の文章が載った際―かなりの

長文でしたが―「こんな文章、とても

俺には書けんぞ」と感じさせられた

り…。 

 文筆家としての大成を祈りたいと心

から思います。いや、大成を確信しま

す。｢大成」ということの意味はともあ

れ。 

★松江南高校卒業の小前 亮（こまえりょう）氏（１９７６年生まれ）の本が続々入

荷中です。先般講演のため松江に帰省された際に、北高にも立ち寄ってくださ

いました。高校時代の彼の人となりを、同級生でクラスメートの養護の渡部先

生に、国語を教えられた松田先生、英語を教えられた八幡先生に書いてもらい

ました。世界史の好きな人はぜひ読んでみるといいでしょう。  

■恒例の「クリスマスの集い」を開催します。合

唱部、吹奏楽部、弦楽同好会にもご協力いただ

き、沢山の催し物を企画しています。豪華景品

が当たる大ビンゴ大会も予定しています。詳し

くは、追ってクラス掲示しますので、奮ってご

参加下さい。お楽しみに。 

高校時代の小前くん 

◆１２月２３日（金） 
 午後３時３０分～ 

◆本校図書館にて 

●
先
日
帰
松
し
た
際
の
小
前 

亮
氏 


